
令和６年

４
Vol.121

あわらのふあわらのふだんのだんのだんのくらしのらしのらしのしあわせあわせを届ける広報誌

特集　フードドライブ

　
だ り



受け付けている食品

　

部
で
は
︑

分
た
ち
に
で

る

ラ
ン

ア
活
動

と
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
み

ま
し
た
︒

で
は
︑

と
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
取

り
組
み
を
始
め
︑

に

に
食

品
の
寄
付
を

っ
て
い
ま
す
︒

と

の

な
が
り
が

い
あ
わ
ら
市

部

あ
わ
ら
市

人

で
も
︑

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
︒　あ

わ
ら
市

で
は
︑

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り

か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
食

品
を
市
内
の
困
窮
世
帯

こ

も
食

に

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ

ま
で

の
食
品
が
寄

ら
れ
︑
食
品
を

取
っ
た

か
ら
は
﹁
あ
り
が
と
う
﹂

﹁

か
り
ま
す
﹂
と
い
う

を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
︒
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は

で
も

に
で

る

い
の
活
動
で
す
︒

す
る

で
取
り
組
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し

う
か
︒

　フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
ん
で

み
た
い
と
い
う

の

は

に

だ
さ
い
︒

の

だ

で
な

人
の

の

も
お

し
て
い
ま
す
の
で
︑

あ
わ
ら
市

お

だ
さ
い
︒

さ
ま
の

を

お

い
し
ま
す
︒

だ ま

ま

だ

個人の方も

＼受け付けています

「もったいない」を「ありがとう」に

会社で、 学校で、 団体で

フードドライブの取り組みが
広がっています！

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

っ
て

　

何
の
こ
と
？

﹁
食
品
ロ
ス
﹂
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
︒
食
品
ロ
ス
と
は
︑
ま
だ

食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ

る
食
品
の
こ
と
で
す
︒
日
本

で
は
︑
年
間
５
２
３
万
ト
ン

も
廃
棄
さ
れ
て
お
り
︑
こ
れ

は
国
民
一
人
あ
た
り
お
茶
碗

１
杯
分
の
食
べ
物
が
毎
日
捨

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る

そ
う
で
す
︵
消
費
者
庁
Ｈ
Ｐ

参
照
︶
︒
ま
だ
食
べ
ら
れ
る

の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
な

ん
て
︑
も
っ
た
い
な
い
で
す

よ
ね
︒

　食
品
ロ
ス
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
の
が

﹁
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
﹂
で
す
︒

家
庭
で
消
費
さ
れ
ず
に
眠
っ

て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
︑

困
窮
世
帯
に
寄
付
す
る
活
動

の
こ
と
を
言
い
ま
す
︒
こ
の

活
動
は
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
り
︑

現
在
で
は
世
界
中
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
︒
実
は
︑
あ

わ
ら
市
内
で
も
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
の
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
る
ん
で
す
︒
今
号
で
は

そ
の
活
動
を
一
部
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
︒

何
の
こ
と
？
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ま り
ま ま り

り
り ま りま

　ま り ま

部門

収 入 支 出

営を するために

  を支える３つの目標

1

りま
ま

りま

収支の見直し
定した運営を るために

2

り

ま

入所者・利用者の確保
の のために

3

ま ま

ま

介護人材の確保

① 介護保険収入 647,150
② 措置費収入 143,584
③ その他の収入（受託金収入など）
 12,577

④ 拠点区分間借入金 100,000
合　計 903,311

（単位：千円）
① 人件費支出 467,461
② 事業費支出 134,926
③ 事務費支出 115,430

④ その他の支出 341
⑤ 拠点区分間繰入金支出 17,000
⑥ 当期末支払賃金残高 168,153
合　計 903,311

（単位：千円）

⑥
18.6%

①
51.7%

①
71.6%

②
14.9%

1.9%

②
15.9%

③
12.8%

③
1.4%

④
0.1%

④
11.1%

⑤

地域のつながりをつくるために

令和６年度

事
業
計
画

予
算

　あわら市社会福祉協議会の事業は、老人福祉センター内に事務局を置く法人本部（主に地域福
祉事業）と、あわら市より指定管理を受けて運営する金津雲雀ヶ丘寮（主に介護保険事業）の２
つの部門に分かれています。本誌では、皆さまにそれぞれの事業内容をより知っていただくため、
部門ごとに事業計画と予算を掲載いたします。

　 り
ま ま

り ま
　

り ま
ま りま

法人本部部門

ふくし  を支える３つの目標

1

り
ま

り
ま

地域住民活動の推進

収 入 支 出

多様な相談に対応するために
2

り
り

ま

り ま

相談支援体制の強化
新たなサービスを提供するために
3

ひ

ま

管理施設の利活用

① 会費収入 5,720
② 補助金収入 36,248
③ 受託金収入 75,728
④ その他の収入（共同募金配分金
収入、寄付金収入など） 23,303

⑤ 拠点区分間繰入金収入 16,996
⑥ 社会福祉基金積立預金取崩収入  
 100,000
⑦ 前年度繰越金 6,360
合　計  264,355

（単位：千円）
① 人件費支出 107,331
② 事業費支出 8,796
③ 事務費支出 18,495
④その他の支出 （共同募金配分金
支出、助成金支出など） 29,733

⑤拠点区分間貸付金 100,000
合　計 264,355

（単位：千円）

①
40.6%

②
  3.3%

②
13.7%

⑥
37.8%

③
7.0%

④
8.8%

③
28.7%

⑤
37.9%

⑤
6.4%

④
11.2%

①⑦
2.2%2.4%
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法人本部 務 画
金津雲雀ヶ丘寮 務

　　　　　 　　　　 　

　 21 　 2 1

［ ］

　
あ
わ
ら
市

で
は
︑

の

さ
ま

用
者
の

さ
ま

に

し
て
い
た
だ

る
よ
う
︑

さ
ま
か
ら
の

の

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒

　さ
ま
か
ら
寄

ら
れ
た

を

め
な
が
ら
︑
今

も

な

ー

ス
を

で

る
よ
う

め

て
ま
い
り
ま
す
︒

　

　
だ り

ま
ま

ま ま

　　　　☎ - -22

　 1

　

りま

　 ひ

　 りま

6,970,094円

募金でつながる、やさしいまちへ

　
10

１
日
か
ら
３

31
日
ま
で

国
一

に

わ
れ
た
︑

い

動
に
お

ま
し
て
︑

の

さ
ま
に

か
い

を

い
た
だ

︑

お

し

ま
す
︒

　
ま
た
︑

活
動
に

い
た
だ
い
た

者
の

さ
ま
に
も

し

ま
す
︒

　さ
ま
か
ら
寄

ら
れ
た

は
︑

で

の

な
が
り
を

さ
な
い
た
め
の
活
動

︑

な

ら
し
の
た
め
の

な

︑
あ
わ
ら

市
が

に

し
い
﹁

し
の
ま
ち
﹂
に
な
る

た
め
の
活
動
に

わ

て
い
た
だ

ま
す
︒

　
今

も

さ
ま
の

と

を
よ

し

お

い
し
ま
す
︒

No.

（ ） 　 ン とは

２ （ ） セン の 　

（ ） すい セン

（ ） との い

（ ） 予

（ ） 地の と

（ ） 　 と ー

（ ） （タ ）と

（ ） 　 　 　 ビ

（ ） の 　 理

（ ） の について　

受 で ない については を います。
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6,970,094円
（令（令（ 和６年３月31日現在）

ま

募金でつながる、やさしいまちへ

福井県全域の活動や
被災地支援のために 生活に困っている
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上
り
区

仏
徳
寺
区

翠
明
区

光
明
区

御
鷹
区

中
番
区

下
番
区

玉
木
区

■
新
郷
地
区

河
間
区

河
水
苑
区

宮
前
公
文
区

北
本
堂
区

角
屋
区

中
浜
区

■
北
潟
地
区

北
潟
東
区

北
潟
西
区

赤
尾
区

富
津
区

浜
坂
区

■
波
松
地
区

波
松
区

城
区

城
新
田
区

番
堂
野
区

十
三
区

■
金
津
地
区

新
区

古
区

東
区

六
日
区

旭
区

新
富
区

天
王
区

水
口
区

十
日
区

脇
出
区

上
八
日
区

八
日
区

下
八
日
区

坂
ノ
下
区

ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス
北
金
津

稲
荷
山
区

千
束
区

新
用
区

馬
場
区

春
日
区

榛
ノ
木
原
区

中
央
区

北
稲
越
区

向
ヶ
丘
区

若
葉
台
区

桜
ヶ
丘
区

新
み
ど
り
区

■
伊
井
地
区

伊
井
区

古
屋
石
塚
区

桑
原
区

清
間
区

矢
地
区

菅
野
区

南
稲
越
区

河
原
井
手
区

池
口
区

■
坪
江
地
区

中
川
区

東
田
中
区

瓜
生
区

南
疋
田
区

北
疋
田
区

次
郎
丸
区

御
簾
尾
区

北
野
区

北
区

前
谷
区

笹
岡
区

熊
坂
区

下
金
屋
区

畝
市
野
々
区

牛
ノ
谷
区

上
野
区

名
泉
郷
区

■
剱
岳
地
区

東
山
区

後
山
区

清
滝
区

鎌
谷
区

椚
区

権
世
区

権
世
市
野
々
区

■
細
呂
木
地
区

滝
区

青
ノ
木
区

宮
谷
区

山
室
区

高
塚
区

清
王
区

山
西
方
寺
区

柿
原
区

山
十
楽
区

坂
口
区

蓮
ケ
浦
区

細
呂
木
区

橋
屋
区

樋
山
区

指
中
区

沢
区

嫁
威
区

細
呂
木
駅
前
区

日
の
出
区

■
吉
崎
地
区

吉
崎
１
区

吉
崎
２
区

個
人
・
法
人
募
金

職
域
募
金
な
ど

　

■
舟
津
温
泉
区

浅
野
耕
月
堂

芦
原
温
泉
旅
館
協
同
組
合

市
野

三
郎

温
泉
タ
ク
シ
ー

斉
藤

信
芳

㈲
酒
の
ま
る
こ

真
洋
水
産

つ
る
や

西
田

信
之

白
和
荘

花
の
宿
福
寿

べ
に
や

ホ
テ
ル
八
木

牧
田

昌
純

松
本
鉄
工
所

松
永

弥

吉
田

真
巳

■
二
面
温
泉
区

阿
部

サ
ク
ノ

芦
原
温
泉
上
水
道
財
産
区

芦
原
不
動
産

伊
藤
自
転
車
店

㈲
後
藤
設
備
工
業
所

後
藤
た
た
み
店

浄
泉
寺

㈲
そ
ば
処
日
の
出
屋

大
信
金
物

㈱
ダ
イ
デ
ン

高
橋
尚
文
堂

高
橋
タ
ク
シ
ー

寺
下

良
雄

な
ん
ば
屋
菓
舗

田
中

勝

灰
原

仁
司

長
谷
川

巧

㈱
は
ま
や

平
野
屋

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

孝
子

㈲
山
形
屋

■
田
中
温
泉
区

浦

孝
義

神
尾

尚
子

川
崎

陽
子

喫
茶

カ
リ
ー
ブ

後
藤

金
三
郎

近
藤

安
吉

斉
藤

政
男

島
崎
電
機
商
会

㈲
下
出
商
店

下
出

久
子

杉
本

隆
洋

瀬
尾

正
之

高
政

栄

田
中
温
泉
区

だ
る
ま
や
菓
舗

手
塚

和
典

㈲
藤
嶋
食
品

㈲
藤
田
か
ま
ぼ
こ
店

ま
つ
や
千
千

み
な
み
園
芸

宮
下
理
容
店

山
田
建
具
店

■
東
温
泉
区

Ｍ
Ｙ
設
備

高
山
美
容
室

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
た
ま
が
わ

つ
り
の
友

平
野

千
代
美

増
木

里
美

増
木

眞
二

■
西
温
泉
区

お
か
も
と
菓
舗

黒
川

悦
子

小
木

敬
介

齊
藤
社
会
保
険
労
務
士
行
政
書
士
事
務
所

坂

賢
二

㈲
ス
ズ
ム
ラ

政
竜
閣

八
十
川

栄
治

山
口

透

■
舟
津
区

㈲
川
上
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

河
端

千
代
治

菊
地

治
男

齊
藤
歯
科
医
院

ダ
イ
ナ
ム
福
井
あ
わ
ら
店

久
野
印
刷
㈱

ビ
ッ
グ
ベ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
芦
原
店

北
越
建
設
㈱

前
田

篤
夫

美
松

■
二
面
区

新
家
歯
科
医
院

芦
原
小
学
校
昭
和
27
年
東
組
（
品
田
稔
）

今
井
精
肉
店

岩
本

悦
信

柴
田
医
院

大
門
設
備
工
業
㈲

出
店

数
江

土
地
家
屋
調
査
士
小
泉
勝
事
務
所

戸
波

好
夫

㈲
な
る
ざ

華
筑
紫

番
場
博
美

平
田

豪

山
崎

修
一

■
牛
山
区

木
下

雅
司

坂
井

幹
夫

北
陸
紡
績
㈱

■
国
影
区

Ｑ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ‘
ｓ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

坪
川

要
一
郎

藤
本

礼
子

■
新
成
区

北
風

貴
美
子

社
会
保
険
労
務
士

谷
川
和
穂
事
務
所

谷
川

眞
由
美

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

を
い
た
だ
い
た

で
の

お

在

で

し
て
い
ま
す
︒
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■
井
江

区

　
あ
わ
ら
警
察
署

　
㈲
芦
原
造
園

　
芦
原
メ
ロ
ン
苑

　
北
口
工
務
店

　
ケ
ア
ハ
イ
ツ
芦
原

　
前
田
板
金
工
業

　
焼
肉
食
堂
あ
ら
い
え

　
横
垣
ク
リ
ニ
ッ
ク

■

区

　
㈲
あ
る
く
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド

　
浜
谷
石
材

　
福
田
商
店

■

田
区

　
善
勝
寺

　
中
島
　
愼
一
郎

■
田
中

区

　
㈱
芦
原
冷
間
鍛
造

　
北
国
生
コ
ン
株
式
会
社
あ
わ
ら
工
場

■

木
区

　
安
父
　
正
之

　
麻
王
　
俊
和

　
麻
王
　
秀
昭

　
國
重
　
良
治

　
寺
崎
　
稔

　
東
出
　
芳
輝

■
新
田
区

　
荒
川
　
久
男

　
五
十
嵐
　
治

■
東

区

　
江
川
　
總
英

　
坂
井
地
区
医
師
会

　
菅
安
　
美
枝
子

　
八
田
経
編
㈱

■

区

　
伊
藤
　
尊
泰

　
坪
田
　
利
弘

　
三
上
　
栄
治

　
三
上
　
圭
一

　
三
上
　
慶
子

　
三
上
　
友
子

　
三
上
　
元
子

■

区

　
伊
藤
　
英
子

　
伊
藤
　
守
男

　
宮
川
　
重
文

　
宮
川
　
民
枝

■

区

　
笹
原
　
み
ち
代

■

区

　
石
黒
　
豊

　
伊
藤
　
清
明

　
伊
藤
　
繁
輝

　
中
嶋
　
由
昭

　
中
嶋
　
芳
邦

　
吉
田
　
昭
博

　
吉
田
　
純
一

■

区

　
三
谷
　
秀
人

■

区

　
青
池
　
猛

　
中
沢
　
俊
昭

■

区

　
坂
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
清
水
　
成
子

　
山
﨑
　
清

■
中

区

　
あ
わ
ら
農
産

　
徳
丸
理
髪
店

　
な
か
ば
ん
農
園

　
(医)
藤
田
医
院

　
藤
田
電
工

　
藤
田
　
は
で
子

　
㈲
奉
仕
堂

　
も
ち
っ
こ
会

　
渡
辺
与
平
商
店

■

区

　
北
嶋
　
彰
喜

　
北
嶋
造
園

　
北
嶋
鶏
肉
店

　
北
嶋
　
ま
ち
枝

　
ギ
ャ
レ
ッ
ク
ス
㈱
あ
わ
ら
工
場

　
斉
藤
左
官
タ
イ
ル
工
作
所

　
新
宅
　
宏
子

　
高
間
　
憲
治

　
土
田
　
佳
美

　
土
田
　
ゆ
り
子

　
な
が
た
接
骨
院

　
み
ち
や
オ
ー
ト

　
ユ
ニ
オ
ン
オ
ー
ト
㈱

■

木
区

　
高
嶋
　
秀
徳

■

区

　
㈲
デ
ミ
セ
保
険
事
務
所

■

区

　
齋
藤
　
壽
三
雄

■

区

　
小
木
電
機
㈲

■
中

区

　
カ
ッ
ト
美
ク
ラ
ブ
シ
ン
ゴ
ー

　
近
藤
　
浩
子

　
田
崎
　
正
實

　
本
荘
建
設
㈲

　
村
田
　
秀
行

　
森
商
店

　
吉
井
建
設
工
業

■
北
潟
東
区

　
北
潟
漁
業
協
同
組
合

　
北
潟
こ
ど
も
園

　
㈲
竹
田
材
木
店

　
竹
田
　
勝
利

　
冨
田
理
美
容
店

　
丸
岡
　
栄
一

　
見
澤
　
栄
一

　
見
澤
　
啓
子

　
見
澤
　
昌
純

　
八
木
　
文
子

■
北
潟
西
区

　
佐
賀
　
喜
代
美

　
佐
賀
　
繁
次

　
佐
孝
　
邦
子

　
佐
孝
　
泰
枝

　
新
田
　
賢
治

　
六
佐
　
勝
美

■

津
区

　
西
森
　
幸
作

■

区

　
北
栄
　
秀
雄

　
小
林
　
茂

　
坂
井
　
良
次

　
堂
野
　
幸
治

　
中
立
　
徳
太

　
浜
坂
区
住
み
よ
い
町
づ
く
り
実
行
委
員
会

　
福
井
県
観
光
開
発
㈱
芦
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
藤
井
　
徳
郎

　
山
本
商
店

　
吉
崎
屋
商
会

■
波
松
区

　
坂
井
　
優

　
東
川
　
継
央

　
福
井
鐵
工
㈱
あ
わ
ら
工
場

　
山
岸
　
嘉
郎

■

区

　
番
堂
野
区

■
新
区

　
麻
畑
　
久
人

　
稲
田
　
実

　
漆
原
　
春
江

　
エ
ー
デ
ン
㈱

　
金
津
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
㈱
北
島
工
務
店

　
生
谷
　
礼
子

　
斉
藤
　
哲
雄

　
沢
崎
　
英
昭

　
竹
内
　
亨

　
西
田
　
俊
晴

　
フ
ラ
ワ
ー
＆
フ
ル
ー
ツ
い
が
ら
し

　
前
田
　
幸
雄

　
妙
安
寺
こ
ど
も
園

　
渡
邊
　
玲
子

■

区

　
浅
地
　
満
夫

　
い
ち
ひ
め
こ
ど
も
園

　
大
岡
　
正
広

　
大
木
下
　
俊
次

　
㈲
オ
カ
モ
ト
工
務
店

　
奥
田
　
利
枝

　
笠
谷
　
義
光

　
か
つ
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
㈱
キ
ノ
シ
タ
住
宅

　
き
む
ら
接
骨
院

　
車
谷
　
幸
子

　
後
藤
建
設
㈱

　
田
川
理
容
店

　
多
田
　
健
夫

　
谷
口
　
璟

　
㈱
バ
ロ
ー
金
津
店

　
(福)
仁
善

　
堀
端
　
昭
市

　
三
上
萬
国
堂

　
菱
光
サ
イ
ジ
ン
グ
㈱

■
東
区

　
姉
崎
　
健
司

　
㈱
坂
井
農
機

　
甘
党
本
陣
　
嵯
峨

　
志
田
　
光
博

　
高
木
　
四
郎

　
高
木
　
芳
子

　
津
谷
歯
科
医
院

　
坪
田
　
亘
巨

■

区

　
稲
田
　
秀
治

　
稲
田
理
容
所

　
角
惣

　
北
栄
電
機
㈱

　
教
順
寺

　
坂
野
　
靖
子

　
佐
々
木
理
容
所

　
善
蓮
寺

　
玉
木
畳
店

　
坪
田
　
建
昭

　
松
代
屋

■

区

　
㈱
エ
イ
チ
ア
ン
ド
エ
フ

　
定
方
モ
ー
タ
ー
ス
㈲

　
美
容
室
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

　
福
井
県
農
協
金
津
支
店

■

区

　
㈲
な
か
や

　
豊
友
会
（
坂
井
福
祉
会
）

　
リ
ン
プ
美
容
室

　
レ
ン
ゴ
ー
㈱
金
津
工
場

■
新

区

　
味
の
よ
し
だ
や 

し
の
ぶ
庭

　
い
と
う
会
計

　
江
口
理
容
室

　
金
津
旅
行
会

　
㈱
サ
カ
ノ
デ
ン
キ

　
笹
岡
工
業
所
㈱

　
玉
寿
司

　
ニ
シ
タ
㈲

　
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｕ 

ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ 

森
本  

信
幸

　
平
田
酒
店

　
㈱
松
木
商
会

　
若
桜

■

区

　
喫
茶
　
や
ん
ち
ゃ

　
津
谷
織
物
㈱

　
㈱
中
本
電
機
製
作
所

■
水
口
区

　
奥
村
医
院

　
木
村
　
雅
彦

　
小
絹
屋
　
石
沢
　
昌
徳

　
齋
藤 

友
江

　
サ
ク
ラ
イ
オ
ー
ト

　
櫻
井
　
雅
康

　
サ
ハ
ラ
フ
ォ
ト

　
沢
井
歯
科
医
院

　
正
山
　
佳
津
子

　
ス
ガ
ハ
ラ
洋
傘
店

　
杉
田
整
骨
院

　
す
て
て
こ
㈱

　
馬
面
昭
栄
堂

■
十
日
区

　
永
臨
寺

　
お
お
ま
き
屋

　
汐
見
医
院

　
坪
田
ふ
と
ん
店

　
㈲
林
厚
生
堂
薬
局

　
林
　
み
ゆ
き

　■
脇
出

　
聒
田
　
則
子

　
柿
野
　
照
男

　
柿
野
　
政
則

　
田
端
　
雅
己

　
蔦
井
　
文
恵

　■
上
八
日

　
山
田
　
諭

■
八
日

　
㈱
山
岸
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■
下
八
日

青
清

赤
尾

政
治

石
田

美
千
枝

㈱
姿
羽
馬
忠

土
岐

良
一

安
田

俊
雄

■
坂
ノ
下
区

有
馬

ひ
と
み

今
井

み
ゆ
き

大
久
保

嘉
雄

貝
吹

文
子

ギ
フ
ト
和
久

布
谷

雪
枝

㈲
林
車
輌
工
業
所

ミ
ツ
イ
㈱

■
千
束
区

嶺
北
あ
わ
ら
消
防
署

■
新
用
区

上
谷

健
一

北
野

隆
弘

白
崎

雅
義

高
山

直
之

■
馬
場
区

浅
田

敏
夫

上
村
商
店

さ
か
の
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

関

法
子

高
屋

直
充

坪
田

春
和

堀
井

敬
靖

■
春
日
区

明
父

鉄
朗

野
尻
印
房

宮
腰
建
築

■
榛
ノ
木
原
区

㈱
浅
穂

㈲
あ
わ
ら
看
板

㈱
石
川
工
務
店

㈱
オ
ン
デ
ィ
ー
ヌ

㈱
金
津
相
互
タ
ク
シ
ー

金
津
電
設
㈱

㈱
榊
組

清
水

幸
枝

㈱
瀬
川
機
工

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
あ
わ
ら
市
姫
店

第
一
建
設
㈱

㈱
土
田

西
島
木
材
㈱

㈱
ブ
レ
ー
ン
ズ
パ
ッ
ク

㈱
木
馬

山
本

豊

㈲
嶺
北
自
動
車

■
北
稲
越
区

臼
井

希
佳

江
川

慎
二

江
川

忠
博

大
角

嘉
一

大
角

寛
也

小
川

隆
一

金
子

久

小
玉

信
行

小
林

武
男

駒
田

重
忠

駒
田

惣
一

阪
井

奈
里
子

杉
村

憲
司

杉
村

昌
吾

杉
本

修
一

瀬
川

俊
幸

滝
川

正
夫

谷
川

博
幸

谷
川

吉
治

谷
川

弘

坪
田

治

坪
田

雄
志

豊
田

敏
幸

西
川

佳
里

西
川

佳
男

平
野

郁
雄

平
野

ひ
と
み

平
野

義
輝

桝
井

和
乃
井

松
本

勉

宮
川

才
治

宮
崎

重
一

宮
崎

旨
夫

森
川

健

森
川

烈

森
川

洋
光

山
際

佐
登
美

山
口

正
男

山
口

正
博

吉
岡
整
骨
院

吉
川

貴
之

■
向
ヶ
丘
区

清
水

良
恵
他
有
志
一
同

■
伊
井
区

岩
崎
工
業
㈱

上
鉄
工
業
㈱

圓
道

由
美

小
南
石
材
加
工
所

㈱
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

中
嶋

隆
愛

中
嶋

忠
彦

中
嶋

秀
行

坂
東

秀
夫

㈱
ひ
な
た
工
房

堀
川

正
樹

■
古
屋
石
塚
区

梶
岡

浩
二

齋
藤

貢

酒
井

む
津
子

㈱
昇
光
家
具

白
川

文
雄

西
川

義
雄

西
田

佳
央

野
嶋

哲
哉

古
川

隆
志

古
屋
石
塚
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
企
業
連
絡
協
議
会

■
桑
原
区

川
島

茂
志

北
岡

治
三

古
南

英
市

高
橋

博
之

竹
内

善
友

近
馬

重
朋

中
野

秀
幸

中
場

重
祐

中
本

学

西
田

昭
徳

野
端

一
巳

畑
中

貴
治

林
田

雅
博

東
川

宏
嗣

籔
腰

光
男

山
田

好
則

■
清
間
区

伊
井
こ
ど
も
園

田
川

憲
子

■
矢
地
区

角
谷
木
材
建
設
㈱

㈱
北
自
動
車
工
業

志
田

勝
治

白
崎

義
夫

南
部

隆
幸

細
川

秀
己

■
菅
野
区

海
渡

典
子

角
田

政
弘

北
島

康
隆

㈱
共
栄
電
子

㈱
ヒ
デ
コ
ー

三
谷
セ
キ
サ
ン
㈱
金
津
工
場

宮
﨑

勝
代
士

村
田

勇

渡
邊

秋
人

渡
辺

太
一

■
南
稲
越
区

浅
野

忠
義

■
池
口
区

福
伸
工
業
㈱

■
中
川
区

伊
藤

昭
栄

柿
木
石
油
ス
タ
ン
ド

金
津
東
こ
ど
も
園

島
崎

一
哉

土
谷

千
寿
子

坪
田

健
夫

中
島

さ
ち
子

室
田
設
備
工
業
㈲

山
田

輝
男

■
東
田
中
区

ア
リ
ス
化
学
㈱

土
屋

芳
樹

■
瓜
生
区

牧
島
組
㈱

■
南
疋
田

山
元

智
英
美

吉
田

仁
美

■
北
疋
田
区

山
田

千
代
子

■
次
郎
丸
区

深
田

富
美
子

堀
江

与
史
朗

■
御
簾
尾
区

大
橋

成
孝

瀬
戸

弘
湧

坂
井
森
林
組
合

■
北
区

㈲
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
上
野

■
前
谷
区

伊
佐
田

一
美

加
藤

信
一

龍
田

嘉
信

谷
口

峰
夫

土
成

正
行

土
矢

啓
武

土
屋

勇
人

山
口

敏
男

山
本

信
証

吉
野

和
雄

吉
野

克
彦

吉
野

司
信

吉
野

則
夫

■
笹
岡
区

称
運
寺

窪
田

幹
雄

山
下

義
夫

渡
辺
防
災

■
熊
坂
区

上
田

節
子

大
西

隆
夫

久
保

孝

熊
谷

敏
子

熊
谷

な
お
み

熊
谷

直
久

熊
谷

盛

竹
内

香
里

竹
内

幸
雄

竜
田

忠
則

竜
田

誠

竜
田

美
智
子

辻
橋

純
子

三
上

純
子

三
上

進

三
上

洋

三
上

文
子

村
口

祐
一
郎

安
川

利
江

山
本

雅
文

吉
田

慎
一

渡
辺

加
代
子

■
下
金
屋
区

大
田

和
男

㈱
学
園
不
動
産

北
本

定
夫

西
田

哲
章

南
川

幸
一

南
川

文
導

宮
本

義
久

■
牛
ノ
谷
区

㈲
ア
ニ
ー

小
林

茂
一

網
谷

洋
三

伊
藤

正
義

稲
葉

義
夫

内
田

和
夫

川
嶋

俊
一

幸
川

愛
子

阪
井

延
美
子

阪
口

繁

阪
口

嘉
雄

佐
々
木

與

佐
々
木

幸
治

田
中

政
信

谷
口

修

谷
口

正
範

㈲
谷
正

㈲
坪
田
鉄
工

原
松

千
代
子

原
松

義
美

福
屋

憲
三

前
川

前

松
本

英
二

松
本

祐
子

山
崎

苗
美

山
本

一
次

吉
田

憲
一

■
名
泉
郷
区

縣

好
博

稲
木

博
実

北
出

安
行

北

宜
隆

小
林

昌
嗣

左
高

源
弘

柴
田

義
則

竹
下

邦
衛
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仲
村

勲

仲
村

満
恵

西
出

進

長
谷
部

衛

馬
場

康
行

林
田

和
三

松
田

市
郎

宗
京

正
治

㈲
名
泉
ホ
ー
ム

山
田

修

■
東
山
区

縣

昭
義

伊
戸

康
清

岡
崎

千
里

加
納

藤
吉
郎

城
戸

恒
彌

山
田

英
夫

渡
辺

哲
夫

■
後
山
区

石
田

継
治

川
﨑

雅
一
郎

佐
藤

康
裕

宗
石

公
彦

宗
石

忠
宏

宗
石  

光
雄

宗
石

義
弘

山
川

利
栄

山
田

哲
夫

■
鎌
谷
区

ギ
フ
ト
ス
タ
ー
寿

■
滝
区

坂
本

修

佐
藤

健
夫

山
﨑

長
吉
郎

■
青
ノ
木
区

今
藤

一
則

坂
下

強

㈱
杉
田
組

近
藤
建
設
㈱

長
谷
川

忠
典

長
谷
川

ま
ゆ
み

■
宮
谷
区

砂
谷

秀
信

堀
川

博
司

■
山
室
区

阪
藤

美
千
代

平
田

哲
吾

山
崎

茂
雄

山
崎

従
一

■
高
塚
区

旭
観
光
バ
ス
㈱

永
岡

光
博

ビ
ッ
グ
ベ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
高
塚
店

■
清
王
区

朝
倉

忠
司

大
南

新
一

㈱
ド
ラ
フ
ト

中
山

佑
一

■
柿
原
区

川
瀬

周
二

川
瀬

純
一
郎

川
瀬

範
雄

酒
井

喜
久
志

酒
井

新
一
郎

酒
井

敏
雄

佐
藤

清
美

佐
藤

照
夫

佐
藤

英
美

藤
川

一
男

藤
田

幸
久

堀
川

治
夫

見
神

利
夫

㈱
モ
ー
シ
ョ
ン
ト
ラ
ス
ト

山
口

義
雄

■
山
十
楽
区

福
井
鋲
螺
㈱

■
指
中
区

酒
本

勝

■
嫁
威
区

浅
田

満

五
郎
川

哲
二

㈱
五
郎
川
電
機

坪
田

勝
久

橋
川

洋

■
日
の
出
区

齋
藤

豊
子

高
見

秋
義

■
吉
崎
区

㈱
イ
ー
パ
ッ
ク

石
塚

郁
雄

石
塚
醤
油
店

大
家

英
博

岡
田
酒
造
店

七
野

和
夫

末
富

攻

道
の
駅

蓮
如
の
里
あ
わ
ら

山
下

和
子

山
津

正
雄

湯
谷

茂
治

和
田

達
昭

■
坂
井
市

あ
わ
ら
三
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

三
国
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
鯖
江
市

小
林

美
智
子

■
そ
の
他

あ
わ
ら
市
役
所

あ
わ
ら
市
副
市
長

あ
わ
ら
市
教
育
長

あ
わ
ら
市
役
所
部
長
会

あ
わ
ら
市
役
所
課
長
会

あ
わ
ら
市
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会

あ
わ
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

あ
わ
ら
市
金
津
雲
雀
ヶ
丘
寮

あ
わ
ら
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

市
姫
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

新
郷
地
区
区
長
会

す
ま
い
る
の
会

細
呂
木
校
下
五
区
区
長
会

細
呂
木
ほ
や
ほ
や
料
理
教
室

匿
名
の
皆
さ
ま

※
募
金
を
い
た
だ
い
た
時
点
で
の

お
名
前
・
所
在
地
で
記
載
し
て
い

ま
す
。

募
金

芦
原
小
学
校

芦
原
中
学
校

伊
井
小
学
校

金
津
高
等
学
校

金
津
小
学
校

金
津
東
小
学
校

北
潟
小
学
校

細
呂
木
小
学
校

本
荘
小
学
校
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社会福祉事業へのご寄付
ありがとうございました

２ 受 分　

1

　　　 ひ

1 1 1

　　　 ひ

1 1 1
2 1 1

　　　 ひ

1

　　　 ひ

1 1 1
ま

　　　

1 1 1
2 1 1

　　　 ひ

　

ま ま
りま だ

ま り ま
　 12 2 ま

ま ま
ま

　

法人 ま
り ま

X

法法

ひとりで悩まないで、まずは相談してみよう

1 - 21　 1
– –22 　 – – 2

法人 り
だ ま

　新 の を てた のの だけが
てい 、 が け になってしまいまし
た 。 た の事業は りなので、
からは新 になります。 り した とだ

らけですが（ ）、 を り して る を
い た て ります。新 がスター す
る皆さ 、 に りまし

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

---------------------------------------------------------------

ま

ま

予 （ ） 予 （ ）
相談 は 人 分です

2222

　
ま
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